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「あかり」と気球望遠鏡による星形成領域RCW38のPAH放射・[CII]輝
線マッピング
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RCW38は距離 1.7 kpcに位置する大質量星形成領域であり、Orion Nebula Clusterに匹敵する大規模な star
clusterを伴うことで知られる。我々は2009年2月に、RCW38に対して日印共同気球観測 (口径1 m望遠鏡+Fabry-
Perot分光器)を実施し、1階電離炭素が出す [CII]158 µm輝線の広域マッピングデータ (領域：∼ 30′ × 15′、空
間分解能：1.5′) の取得に成功した。その結果、[CII]放射は clusterを中心に、北および東方向に広く (∼ 10′) 拡
がっており、その一方で南西方向には急激に表面輝度が減少するという、非対称な空間分布を示すことが分った。
この [CII]は、暖かい中性ガス領域 (PDR: photo-dissociation region) の冷却スペクトル線として最も重要な

gas coolantである。一方、巨大有機分子 polycyclic aromatic hydrocarbon (PAH)は、星からのUVによる光電
効果で放出された電子がガスを衝突励起するため、dustとともに最も重要な gas heating agentと考えられてい
る。よって、PDRのガスのエネルギー収支を理解するうえで、PAHと [CII]の関係を調べることは重要であると
考えられてきたが、詳細に空間比較した例は未だ数少ない。今回、我々は良質な広域 [CII]画像データを取得し、
「あかり」で得られたRCW38領域の PAH、warm dust、cool dustの広域画像データを用いて、これらの詳細な
空間分布比較を行った。その結果、ガス加熱源として、dustよりもPAHの存在が重要であることを実証した。ま
た、各成分の空間分布の違いから、RCW38に付随する分子雲の geometryに対して、特徴的な結果を得た。


